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１．概要（Summary）

近年、スポーツ医学、救急医学の分野で乳酸の連続測

定に関するニーズが高まっている。しかし現在のところ血

液をサンプリングして分析装置で計測する以外安定に乳

酸値を計測する方法は確立されていない。我々は、人体

の皮膚表面から分泌される汗に注目し、流体系を皮膚表

面と一体化して非侵襲的な汗中の乳酸の連続想定を試

みてきた。これまでの実験結果および他のグループの検

討結果より、汗中の乳酸濃度は血中の乳酸濃度と相関が

高い事が分かっている。 ([1]D. A. Sakharov, et al.
Bulletin of experimental Biology and Medicine, Vol. 
150, No. 1, pp. 94-96, 2010)しかし、汗中の乳酸の絶対

量は微量であり、より高感度な測定系の構築が必要であ

る。そこで今回、SOFT MEMS を利用した PDMS マイ

クロ流路を作製し、高感度な測定が可能かどうか検討した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

・両面マスクアライナ（ズ―スマイクロテック社製/MA6）

【実験方法】

これまで我々は、機械加工により流路系を構築してきた

が、今回 SOFT MEMS 技術を応用した微小流路を作

製し、より皮膚表面に近い位置でサンプリングを行う事に

より、高感度な計測が可能かどうか実験を行った。(Fig.1, 
Fig2)

Fig. 1 Concept of the developed device.

Fig.2 Comparison of the Device Fabrication
３．結果と考察（Results and Discussion）

得られたデータの一例を Fig. 3 に示す。安静時におい

て皮膚接触面積を増加させると出力が増加したが、運

動負荷時では顕著な差は見られなかった。この原因と

して運動時に流路が皮膚に接触してしまうことが観

察され、更なる検討が必要なことが分かった。

Fig.3 Example of the measured data.
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